
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 枕崎市作文審査会 

＜市 特 選＞ １年 橋口 敬  ＜地区特選＞ ４年 橋口倖大 

○ 枕崎市理科作品審査会 

＜研究記録特選＞ ２年 今給黎旬  ３年 城森奏南  ４年 岩下芹菜 

４年 橋口倖大  ５年 上迫優奈  ５年 中村瑛奈 

６年 井上莉玖  ６年 猪谷優介  ６年 岩下穂香 

＜貝殻採集＞   ６年 田野尻詩乃 

10 月から 11 月，桜山小学校では読書

活動を奨励しています。「読み友」（縦割

りによる子供同士の読み聞かせ），「スク

ランブル読み聞かせ」(担任以外による

先生方の読み聞かせ)，「ボランティア読 

み聞かせ」（保護者の方による読み聞かせ），そして，「中学生に

よる読み聞かせ」などが行われます。先生方に叱られるかもし

れませんが，「読み聞かせ」の時間の子供たちの食い入るような

眼差しは，平素の授業中とは比較にならないほど集中していま

す。子供たちは本の世界に引き込まれています。 

 ある日の図書室で，昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り

ました。子供たちはサッと本を戻し，教室に足早に向かいはじ

めました。そんな中，一人ぽつんと座って本を読み続けている

子供がいました。入口から「時間だよ」と，声をかけても返事

はありません。横まで行って話しかけると，その子は驚いて，

周りに誰もいないことにやっと気が付きました。その子は本に

集中し，その世界に没頭していたのです。 

こういった本の世界に没頭する体験を，多くの子供たちにも

味わわせたいです。ある調査によれば，一ヶ月間の平均読書冊

数は，小学生 11.2冊，中学生 4.0冊，高校生 1.5冊でした。一

方，この間に読んだ本が 0 冊の割合は，小学生 4.8％，中学生

13.4％，高校生 51.9％となっています。学年が高くなるほど，

読書をしなくなることが分かります。実際，桜山小学校でも，

家庭での読書の時間は，メディアに接している時間と比べて格

段に少なくなっています。冊数にこだわる必要はありませんが，

読書は豊かな感性と考える力を育て，人生をより深くします。

豊かに生きていくためには欠かせないもので，学力向上が期待

されるとも言われています。本校でも子供たちに，本の世界を 

知り，自主的に読書を楽しみ，本を読む習慣を身に付けさせた 

いと考えています。ご家庭でも，積極的に読書

に取り組み，子供たちが生涯にわたり本に親

しめるよう，支援していただきたいです。この

秋，親子で読書する時間を作って，読書の秋に

挑戦してみてはいかがでしょう。 

 

「本に没頭する経験を！」～読書の秋への挑戦～ 

生き残る種とは      校長 内薗博之 

 

 

 

 

10 月といえば，食欲，読書，スポーツなど，「○○の秋」とい

う言葉で表現されます。10月は，新たなものに「挑戦する月」，

「変わる月」です。 

 さて，「変わる」といえば，学校では「新しい日常」の定着と子

供の健やかな学びの両立をめざし，運動会や学習発表会など，試

行錯誤しながらこれまでのやり方を「変更」し，様々な取組を行

っています。過去に例を見ない対応が求められる現在，アイデア

を出し合い，いろいろな人や組織と協力し合いながら課題を解決

していくことは，「これからの時代に求められる教育」です。 

新しい学習指導要領の前文には，「一人一人の児童が，自分のよ

さや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在

として尊重し，多様な人々と協働しながら社会的変化を乗り越

え，豊かな人生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となること

ができるようにする」と書いてあります。これからの社会を生き

ていく子供たちにこそ，変化の激しい社会に対応する力を身に付

けさせることが大変重要になってきています。今から 150年ほど

前，「進化論」を唱えたダーウィンの言葉は，現在の我々にも当て

はまる言葉です。「変化」に対応できる子供たちを育てるには，変

化に対応し解決する体験が必要です。子供たちには，学校内外で

のいろいろな体験を通して，自ら課題に気付き，解決に向けて，

いろいろな人と協力しながら，創意工夫して解決していく力を育

てていかなくてはいけません。 

受賞 
おめでとう 
ございます！ 

✐11月の行事予定✐ 

１日（火）自由参観週間（～７日） 

３日（木）文化の日 

４日（金）第２回学校関係者評価委員会 

８日（火）スクールカウンセラー来校日（13:00～） 

     ５年お茶入れ教室 

１１日（金）小中合同あいさつ運動 

１２日（土）土曜授業日 学習発表会 

１４日（月）５・６年青少年劇場 

      ３・４年残食調査（～１８日） 

１５日（火）５年宿泊学習（～１６日） 

１８日（金）第２回学校保健委員会 

２３日（水）勤労感謝の日 

 

１０月３１日（月）～１１月４日（金） 

給食強調週間 

１１月４日（金）～１０日（木） 

家庭学習強調週間 生活リズム調査 

１１月２８日（月）～１２月２日（金） 

校内人権週間 ベルマーク週間 

校訓 かしこく やさしく たくましく 

枕崎市立桜山小学校 10月号 

TEL0993-72-9883 FAX0993-72-6956 

創立１５４年 建学の心 真
しん

誠
せい

敬愛
けいあい

 

生き残る種とは，最も強いものではない。最も知的なもので

もない。それは，変化に最もよく適応したものである。 

～チャールズ・ダーウィン～ 

○ 第７３回鹿児島県図画作品展 ＜特選＞ ５年 西村礼央 

○ 2022新酒まつり書道展 

＜白波賞＞ ５年 上迫優奈   ＜銀 賞＞ ２年 梛木夏帆   ＜銅 賞＞ １年 新澤優愛 

○ 読書感想文コンクール 

＜特 選＞ ２年 日渡陽太  ３年 永留千紗  ４年 猪谷秀悟  ６年 猪谷優介 

  桜山小学校 

  ブログ 

新型コロナウイルスの感染状況
によっては変更・中止になる場
合がございます。 

地域が育む「かごしまの教育」県民週間 

 11月１日（火）～７日（月）は地域が育む「かごしまの教育」

県民週間です。その期間，桜山小も自由参観週間となります。

今年度は，新型コロナウイルス感染症の影響で，土曜参観の１

回しか授業参観が実施できていない状況です。従いまして，今

年度の参観は，保護者に限らせていただきます。どうぞ，お越

しいただき，子供たちのがんばりを見て励ましていただければ

と思います。（地域の皆様におかれましては，御理解と御協力

をよろしくお願いします。） 


